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三
月
二
十
八
日
（
日
）
北
浦

和
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
・
カ
ル
タ

ス
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
埼
玉
県

勤
労
者
山
岳
連
盟
第
四
十
二
期

定
期
総
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

徳
重
副
理
事
長
の
司
会
の

も
と
、
始
め
に
武
笠
理
事
長
の

挨
拶
で
は
県
連
Ｈ
Ｐ
が
皆
さ
ん

の
力
で
立
ち
上
げ
る
事
が
出
来

た
事
、
ま
た
こ
の
一
年
間
安
全

登
山
と
事
故
防
止
活
動
や
県
連

活
動
へ
の
ご
協
力
に
対
す
る
感

謝
と
お
礼
、
無
事
に
総
会
を
迎

え
ら
れ
た
喜
び
の
気
持
ち
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後

に
は
埼
玉
県
連
の
積
極
的
な
活

動
に
向
け
て
、
大
胆
な
発
想
の

転
換
を
図
り
、
遭
難
防
止
と
安

全
登
山
活
動
の
強
化
、
Ｈ
Ｐ
や

ネ
ッ
ト
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
拡

充
利
用
し
会
員
拡
大
と
組
織
の

強
化
を
進
め
よ
う
と
挨
拶
し
て

締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

次
に
全
国
連
盟
副
理
事
長

の
後
藤
功
一
氏
の
挨
拶
で
は
、

全
国
連
盟
総
会
報
告
と
個
人
会

員
制
度
導
入
に
つ
い
て
、
ま
た

五
十
周
年
事
業
等
の
報
告
と
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
に
、
議
長
に
神
木
（
西
部
）

近
藤
（
南
部
）
書
記
に
藤
村
（
中

部
）
石
川
（
北
部
）
の
代
議
員

等
を
選
出
し
、
資
格
審
査
で
は

五
十
四
名
の
定
数
に
対
し
、
出

席
代
議
員
三
十
名
、
委
任
六
名

で
総
会
が
成
立
し
て
い
る
と
の

報
告
に
よ
り
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。 

始
め
に
一
号
議
案
「
第
四
十

二
期
活
動
報
告
」
を
武
笠
理
事

長
か
ら
報
告
さ
れ
た
後
、
各
専

門
委
員
会
と
登
山
学
校
・
救
助

隊
活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
理

事
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
二
号
議
案
「
第
四
十

二
期
決
算
報
告
と
監
査
報
告
」

が
会
計
理
事
と
監
事
か
ら
な
さ

れ
た
後
に
、
一
括
質
疑
に
入
り

ま
し
た
。 

活
動
報
告
の
質
疑
で
は
四

人
か
ら
個
人
会
員
制
度
と
新
特

別
基
金
に
つ
い
て
、
ま
た
県
連

へ
の
加
盟
や
脱
退
手
続
き
と
連

盟
費
清
算
の
不
備
に
対
す
る
意

見
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
は
議

事
を
一
時
三
〇
分
よ
り
再
開
し
、

三
号
議
案
「
第
四
十
三
期
活
動

方
針
案
」
四
号
議
案
「
第
四
十

三
期
予
算
案
」
な
ら
び
五
号
議

案
「
規
約
改
正
」
を
理
事
長
と

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
提
案

さ
れ
、
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
は
、
県
連
の
主
な

活
動
の
一
つ
「
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク
」
の
取
り
組
み
に
於
い
て
、

全
国
五
十
周
年
事
業
と
の
兼
ね

合
い
か
ら
五
月
三
十
日
（
西
部
）

と
六
月
六
日
（
県
連
全
体
）
に

分
散
し
て
開
催
す
る
事
や
事
故

時
の
救
助
隊
連
絡
先
の
徹
底
、

役
員
選
出
規
定
数
の
指
摘
、
他

は
救
助
隊
規
定
改
正
の
会
員
外

の
救
助
に
関
す
る
意
見
が
七
人

か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
活
動

方
針
と
予
算
案
に
つ
い
て
は
原

案
通
り
、
規
約
や
規
定
の
改
正

に
て
い
て
は
一
部
訂
正
す
る
こ

と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
第
四
十
三
期
新
役

員
選
出
で
は
理
事
十
七
名
（
留

任
一
四
名
、
新
任
三
名
）
と
監

事
二
名
を
選
出
し
て
休
憩
。
そ

の
間
に
第
一
回
理
事
会
を
開
催

し
て
、
三
役
と
し
て
武
笠
理
事

長
と
副
理
事
長
に
徳
重
・
矢

崎
・
尾
手
、
事
務
局
長
に
木
阪

が
選
ば
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

再
任
さ
れ
た
武
笠
理
事
長

か
ら
新
役
員
の
紹
介
と
挨
拶
を
、

退
任
す
る
機
関
紙
担
当
の
青
木

理
事
・
財
政
担
当
の
廣
岡
理
事

の
紹
介
と
挨
拶
の
後
、
無
事
に

議
事
を
終
了
。
議
長
を
解
任
し

て
第
四
十
三
期
定
期
総
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。
（
午
後
の
資
格

審
査
の
結
果
は
、
出
席
代
議
員

四
〇
名
、
委
任
六
名
で
し
た
） 

総
会
終
了
後
に
は
全
国
連

盟
副
理
事
長
の
後
藤
・
井
芹
、

伊
藤
理
事
等
も
交
え
て
懇
親
会

を
開
催
。
退
任
さ
れ
た
青
木
・

廣
岡
さ
ん
に
花
束
を
贈
る
な
ど

和
や
か
に
交
流
し
ま
し
た
。 

（
澤
藤 

 

記
） 
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第４３期定期総会終える！ 

遭難防止と安全登山活動の強化 

マスメディア・ＨＰを利用し組織拡大を！ 
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四
十
三
期
県
連
新
役
員
の 

担
当
と
挨
拶 

理
事
長
、
総
括
、
機
関
紙
、 

 

Ｈ
Ｐ 

 
 

 
 

武
笠
真
次 

 
 

 
（
わ
ら
び
山
の
会
） 

「
明
る
く 

楽
し
く 

安
全
に 

埼
玉
労
山
会
員
の
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
」
第
十
五
期
登
山
学

校
も
今
月
二
十
二
日
開
校
で
す
。

ま
だ
受
講
者
募
集
中
で
す
。 

ま
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
報
告

の
投
稿
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
“
あ
た
り
ま

え
、
そ
こ
に
誰
か
の
努
力
あ
り
”

や
れ
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
交
流
等
が
深
ま
る
こ

と
な
ど
一
歩
前
進
し
た
取
り
組 

み
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

副
理
事
長
、
沢
雪
山
ネ
ッ
ト
、 

救
助
隊
長 

 
 

徳
重
博
文 

（
大
宮
勤
労
者
山
岳
会
） 

今
年
度
は
沢
ネ
ッ
ト
・
雪
山
ネ

ッ
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
危
険
性
の
高
い

登
山
で
す
。
各
自
の
リ
ス
ク
管

理
・
安
全
配
慮
を
中
心
に
、
技

術
を
高
め
楽
し
く
充
実
し
た
山

行
に
出
来
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
で

き
る
登
山
者
に
成
り
ま
し
ょ
う 

副
理
事
長
、
組
織
、
ハ
イ
キ
ン

グ 
 

 
 

 
 

矢
崎
辰
雄

（
上
里
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
） 

埼
玉
労
山
に
加
盟
し
て
い
て
良

か
っ
た
、
と
会
員
に
言
わ
れ
る

よ
う
な
県
連
盟
を
、
各
会
ク
ラ

ブ
の
協
力
で
作
り
た
い
。 

副
理
事
長
、
遭
難
防
止
、
安
全

教
育
、
登
山
学
校 

尾
手
利
雪 

（
三
郷
山
の
会
） 

今
年
は
副
理
事
長
も
兼
ね
、
安

全
登
山
と
遭
難
対
策
に
心
掛
け

て
山
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
会

を
超
え
た
山
行
も
で
き
る
と
楽

し
い
で
す
ね
。
今
年
度
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

事
務
局
長 

木
阪
康
弘 

（
ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
） 

 

事
務
局
と
し
て
「
親
し
み
や
す

い
県
連
」
を
目
指
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
等
で
色
々
な

情
報
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。 

海
外
、
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
、 

 
 

事
務
局
員 
 
 

木
村
哲
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(

熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人)

 

引
き
続
き
海
外
委
員
会
と
山
ス

キ
ー
ネ
ッ
ト
と
新
し
く
事
務
局

員
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

会
計 

 
 

 
 

嶋
田
好
枝 

（
新
座
山
の
会
） 

理
事
に
な
っ
て
一
年
目
は
何
も

わ
か
ら
ず
無
我
夢
中
。
二
年
目

は
新
た
な
気
持
ち
で
会
計
を
預

か
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

岩
ネ
ッ
ト
、
登
山
学
校 

 
 

軽
部 

章 

 
 

 
 
 

（
浦
和
山
の
会
） 

岩
ネ
ッ
ト
を
担
当
し
ま
す
。
昨

年
か
ら
初
級
者
向
け
の
沢
登
り

も
年
間
計
画
に
入
れ
て
い
ま
す
。

沢
以
外
の
岩
登
り
は
、
初
め
て

の
方
も
受
け
入
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
下
さ
い
。 

機
関
紙
、
Ｈ
Ｐ 

澤
藤
俊
昭 

（
あ
す
な
ろ
山
岳
会
） 

今
年
か
ら
機
関
紙
担
当
で

す
。
定
期
発
行
と
見
や
す
い
機

関
紙
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
頑
張

り
ま
す
。
原
稿
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
印
刷
は
浦
和
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
！
Ｈ
Ｐ
も
協
力
し
ま

す
。 

機
関
紙 

 
 
 

高
橋
利
男

（
富
士
見
市
峠
山
の
会
） 

機
関
紙
担
当
と
し
て
今
年
は
が

ん
ば
り
ま
す
。
ど
う
そ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

女
性
委
員
会
、
救
助
隊 

 
 

 
 

長
谷
川
貞
子 

（
所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
） 

女
性
委
員
と
救
助
隊
を
担

当
し
ま
す
。
安
全
登
山
活
動
を

メ
イ
ン
に
活
発
な
活
動
を
行
い

た
い
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

女
性
委
員
会 

 

久
保
典
子

（
新
座
山
の
会
） 

女
性
委
員
会
担
当
に
な
り
ま
し

た
。「
女
性
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め

る
」
埼
玉
労
山
目
指
し
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会
、
組
織 

佐
藤
久
子 

 

（
三
郷
山
の
会
） 

今
年
は
ハ
イ
キ
ン
グ
・
組
織
担

当
と
な
り
ま
し
た
。
ハ
イ
キ
ン

グ
の
楽
し
さ
を
語
り
広
め
て
会

員
拡
大
に
努
力
し
、
委
員
会
が

一
歩
で
も
前
に
進
む
事
が
出
来

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

自
然
保
護 

 
 

加
納
隆
夫 

（
新
座
山
の
会
） 

昨
年
は
皆
さ
ん
に
も
私
に
も
不

満
足
な
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
年
は
２
年
目
と

な
り
心
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃

洪
水
や
か
ん
ば
つ
・
台
風
の
大

型
化
な
ど
が
頻
繁
に
起
こ
り
気

象
の
変
化
も
荒
ぶ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
地
球
温
暖
化
の

影
響
と
い
わ
れ
、
山
を
愛
す
る

私
達
も
自
然
保
護
の
立
場
か
ら

温
暖
化
防
止
に
協
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

救
助
隊 

 
 

若
木
由
和 

（
上
福
岡
山
な
み
Ｈ
Ｃ
） 

救
助
隊
事
務
局
に
就
任
し
ま
し

た
。
至
ら
ぬ
て
ん
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
指
導
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

Ｈ
Ｐ
、
機
関
紙 

天
野
二
郎 

（
日
進
山
岳
会
） 

今
期
で
理
事
は
２
年
目
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
機
関
紙
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

埼
玉
労
山
発
展
の
為
に
微
力
で

す
が
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

Ｈ
Ｐ
、
登
山
学
校 

小
松
勝
浩

（
三
郷
山
の
会
） 

今
期
か
ら
初
め
て
理
事
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
登
山
学

校
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
担
当
し

ま
す
。
各
委
員
の
ご
協
力
を
頂

い
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
県
連
Ｈ
Ｐ

に
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。
ご
助
力
お
願
い
し
ま
す
。 

監
事 

 
 

 
 

杉
江 

勲 

（
新
座
山
の
会
） 

昨
年
に
引
き
続
き
会
計
監
査
を

担
当
致
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

監
事 

 
 

 
 

廣
岡
美
恵
子 

（
山
遊
会
ビ
ス
タ
ー
リ
） 

会
計
と
し
て
皆
様
に
ご
協
力
頂

き
３
年
間
勤
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
今
期
は
理
事
を
退
任
し

監
事
を
担
当
致
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
県
連
活
動
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

      
 

 
 

   

                  

         

埼玉労山登山学校 第 15 期 生徒募集中                  主催：埼玉県勤労者山岳連盟 

埼玉労山では昨年に続き初級者登山学校を開校し、年間を通して登山の知識・技術を学べる場を設けます。安全に登山 

するためには学習が欠かせません。基本的な知識や技術を学びたい！ そして次へのステップを考えている方、是非受講 

してみませんか。 

説明会と開校式     ５／２２（土） PM 2:00 より 

会場：カルタスホール   交通：JR 京浜東北線 北浦和駅東口 徒歩２分（北浦和ターミナルビル内） 

当日のスケジュール   14:00～ 開会    15:00～  ｢登山学校」ガイダンス 

16:00～  入学受付  16:30～  第１回講座「計画から下山まで」の案内  17:00  閉会 

 

●年間講座  日程・場所  （※6 月はクリーンハイキングが第 1 週の為、第 2 週に変更になりました） 

区   分 机   上 実   技 机上場所 実技場所 

説明会･開校式 ５/２２（土）  カルタスホール  

□   第１５８号   ２０１０年  ５月１０日（月）発行                  埼  玉  労  山  （２）    

 



理
事
会
報
告 

第
二
回
理
事
会
を
四
月
二
十
八

日
（
水
）
浦
和
県
連
事
務
所
に

於
い
て
理
事
十
七
名
の
出
席
で

行
い
ま
し
た
。 

 

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告･

計

画
予
定 

・
全
国
連
盟
活
動 

5
/
2
9

～3
0

全
国
組
織
担
当
者

会
議
、5/

3
0
 

創
立
五
〇
周
年
記

念
講
演
会 

･

事
務
局 

第
一
回
評
議
会 

 

6
/
2
0

（
日
）
高
鼻
コ
ミ
セ
ン
（
大

宮
）
予
定
、
他 

理
事
会
名
簿

県
連
活
動
予
定
表
作
成 

 

･

機
関
紙 

1
5
8

号
作
成
、
早
急

に
原
稿
を
！
印
刷
…
浦
和
コ
ミ

セ
ン5

/
9
 

・
組
織 

元
ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
・

柴
山
さ
ん
が
新
し
い
ク
ラ
ブ
を

発
足
し
加
盟 

･

自
然
保
護 

足
尾
植
樹
祭 

4
/
2
5
 
 
8
9

名
参
加
（
西
部

5
2

南
部2

中
部1

北
部3

4

） 

・
教
育
遭
難
対
策 

遭
難
防

止
・
安
全
教
育
担
当
者
会
議 

 
 

6
/
2
0

（
日
）
午
前
高
鼻
コ
ミ
セ

ン
（
大
宮
） 

・
登
山
学
校5

/
2
2
(

土)

開
校
式

（
カ
ル
タ
ス
ホ
ー
ル
） 

・
岩
ネ
ッ
ト 

年
間
計
画
表
作

成 
5
/
8
 

日
和
田
、5

/
1
5

～1
6
 

小
川
山
交
流
会 

・
ブ
ロ
ッ
ク
活
動 

各
ク
リ
ー

ン
ハ
イ
ク
取
り
組
み 

略 

議 
 

題 

①
理
事
会
日
程
と
各
専
門
委
員

会
等
理
事
担
当
分
担 

理
事
会
…
原
則
月
末
水
曜 

＊
専
門
委
員
会
等
の
担
当
分
担 

事
務
局
…
木
阪
、
木
村 

 
 

 

会 

計
…
嶋
田 

 

機
関
紙
…
高
橋
、
武
笠
、
澤
藤 

組 

織
…
矢
崎
、
佐
藤 

Ｈ 

Ｐ
…
小
松
、
武
笠
、
澤
藤

天
野 

女 

性
…
長
谷
川
、
久
保 

ハ
イ
キ
ン
グ
…
佐
藤
、
矢
崎
、

澤
藤 

自
然
保
護
…
加
納 

海
外
・
山
ス
キ
ー
…
木
村 

教
育
遭
難
対
策
…
尾
手 

救
助
隊
…
若
木
、
長
谷
川 

登
山
学
校
…
小
松 

岩
ネ
ッ
ト
…
軽
部 

沢
・
雪
山
ネ
ッ
ト
…
徳
重 

②
総
会
質
疑
と
提
起
に
つ
い
て 

＊
規
約
表
現
の
見
直
し 

役
員
選
出
規
定
、
第2

条
「
な

お
、
役
員
定
数
は2

7

名
以
内
と

す
る
」
と
し
、
第1

回
評
議
会 

に
お
い
て
提
案
。 

＊
加
盟
脱
退
手
続
き
に
つ
い
て 

 

新
規
加
盟
団
体
に
は
必
ず
加

盟
申
請
書
と
全
国
規
約
・
県
連

の
規
約
を
配
布
。
脱
退
時
の
連

盟
費
清
算
の
義
務
に
つ
い
て
も

説
明
す
る
。 

③
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
取
組
状
況 

西
部
：5

/
3
0

芦
ヶ
久
保
集
合

（
コ
ー
ス
は
各
会
で
決
定
・5

0
 
 
 

周
年
講
演
会
も
出
席
可
） 

南
部
：6

/
6

伊
豆
ヶ
岳
東
尾
根 

中
部
：6

/
6

鐘
撞
堂
山 

北
部
：6

/
6

長
瀞
ア
ル
プ
ス 

 

備
品
に
つ
い
て
は
自
然
保
護

担
当
が
確
認
し
配
布
。 

④
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当

者
会
議 

6
/
2
0
(

日)
9
:
3
0

～ 

高
鼻
コ
ミ
セ
ン
（
大
宮
） 

※
議
題
は
、
次
の
三
役
会
議
ま

で
に
決
定
し
て
報
告 

⑤
第
一
回
評
議
会
に
つ
い
て 

6
/
2
0
(

日)
1
3
:
0
0

～
高
鼻
コ
ミ

セ
ン
（
大
宮
） 

※
議
題 

・
組
織
強
化
に
つ
い
て 

・
全
国
組
織
担
当
者
会
議
か
ら 

・
個
人
会
員
制
に
つ
い
て 

⑥
そ
の
他 

 

・
理
事
会
合
宿
と
第
四
回
理
事

会

7
/
1
0

～1
1

葉
留
日
野
山
荘

（
上
州
武
尊
）
予
定 

・
登
山
学
校
応
募
状
況 

1
7

名 

無
所
属
（6

）
埼
玉
県
連
（1

0

） 

群
馬
県
連
・
太
田
Ｈ
Ｃ(

1
)
 
 以

上 

                

                                    

                                    

                                   
 

□   第１５８号   ２０１０年  ５月１０日（月）発行                  埼  玉  労  山  （３）    

岩登りネットワーク活動計画                                   
 

岩登りの技術は、全ての山登りの基本です。 

岩ネットワークは、初級者への技術講習や、岩登り

に興味を持たれた方へのアドバイス、または、パー

トナーを求めている方への協力等、本年度も行って

いきます。労山の会員ならどなたでも参加出ます。 

年間の活動を通して、より安全に山登りが出来る

技術を身に付けましょう。 

担当  軽部章（浦和山の会） 

 ◆岩登りネットワーク委員会の目的 

県連盟の各団体に、岩登りの指導者がいない

会があります。しかし、会個人には岩登りをし

たいとの要求もあります。会に出来ない事を代

りに岩登りネットワークがサポートする為に

この委員会が作られています。 

◆自己責任の原則（オウンリスク） 

  クライミングは危険を伴うスポーツです。

例えルールを守っていても、時として最悪の

結果を招く事があります。行動の結果が予測

できない人や予測できても自分には受け入れ

られないと考える人は、クライミングを行な

うべきではありません。危険認識と予測能力

が欠けている人は、そうでない人と比べると

重大な損害を被る傾向があります。クライミ

ングに完全な安全はありません。クライミン

グは、その危険を了承したものだけが行なう

ことのできるスポーツである事を認識して下

さい。 

 

◆クライミング技術講習会は、用語・用具の説明から、登り方や懸垂下降、支点工作などを学びます。 

◆年間活動計画を実施するにあたり、天候やその他の事情により、必ずしも計画どおりに実行出来ない 

 事もあります。労山の方ならどなたでも参加出来ますが、実施する場所により人数制限をします。 

◆岩登りネットワーク運営委員 

  担当理事：軽部 章（浦和山の会）090-5414-9506  FAX 048-863-2685 

       委員：水谷克明（浦和山の会） 

         運営委員を募集します。力をかして下さい。 

◆岩登りネットワークに参加を希望する方は、委員会に登録して下さい。 

 参加者にはその都度計画書を送ります。 

 

 

 

 

２０１０年      

５月 ８日      （日）  日和田山  （全国連盟・青年学生クライミング教室） 

５月１５日～１６   （土日）  小川山   （クライミングを含む交流会・テント泊） 

６月２０日      （日） 古賀志山  （クライミング技術講習会） 

７月１８日～１９日  （土日） 那須・井戸沢（沢登り、１８日夕方発、テント泊） 

８月２２日       （日） 水根沢谷  （沢登り） 

９月１１日～１２日  （土日） 小川山   （クライミングを含む交流会・テント泊） 

１０月２４日         (日)  榛名黒岩  （クライミング技術講習会） 

１１月２１日     （日） 広沢寺   （クライミング技術講習会） 

１２月１２日         (日) 日和田山  （クライミング技術講習会） 

 ２０１１年  

 １月３０日     （日） 霧積温泉  （アイスクライミング） 

 ２月１９日～２０日 （土日） 湯河原幕岩 （梅祭り公園内でのクライミング、バンガ

ロー泊） 

 ３月１３日      （日） 日和田山  （クライミング技術講習会） 

 



 

クリーンハイキングに参加しよう！ 

日 時：5 月 30 日（日）＆６月６日（日） 

西部ブロック：西武秩父沿線の山 芦ヶ久保駅集合 

 南部ブロック：伊豆ケ岳 

 中部ブロック：寄居・鐘撞堂山     

 北部ブロック：長瀞アルプス 

労山で全国的に行われる自然保護の行事です。 

皆さんで山を守っていきましょう! 

 

足
尾
の
山
に
緑
を
取
り
戻
そ
う

と
始
ま
っ
た
植
樹
活
動
も1

十

五
年
目
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

私
達 
埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連

盟
の
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
三
回

目
に
な
る
第
十
五
回
足
尾
春
の

植
樹
デ
ー
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
昨
年
を
上
回
る
八

九
名
が
参
加
。
（
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
五
十
二
名
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

二
名
、

中
部
ブ

ロ
ッ
ク

一
名
、

北
部
ブ

ロ
ッ
ク

三
四
名 

 

ふ
じ
み

野
駅
を

中
型
バ

ス
二
台

で
六
時

に
出
発
。 

 

気
温

も
低
く

花
冷
え

の
す
る
朝
で
し
た
が
、
天
気
予

報
は
曇
り
時
々
晴
れ
！
九
時
に

現
地
の
会
場
と
な
っ
た
足
尾
町

銅
親
水
公
園
で
下
車
。
空
は
快

晴
で
周
囲
の
山
々
が
見
渡
せ
ま

す
。 

 

こ
の
会
の
当
初
か
ら
参
加
し

て
き
た
立
松
和
平
さ
ん
が
こ
の

二
月
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
偲

び
慰
霊
植
樹
も
午
後
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
二
日
間
で

ボ
ラ
ン
テ
ァ
一
八
五
〇
人
が
集

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
開
会
式
で

は
立
松
和
平
氏
の
長
男
が
挨
拶
。 

 
 

開
会
式
の
後
、
今
年
も
昨
年
同

様
開
会
式
場
脇
の
戸
四
郎
沢
北

側
植
樹
地
に
向
か
い
ま
す
。
植

樹
地
入
口
で
苗
木
の
入
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
貰
い
、
さ
あ
６
７

１
段
も
の
階
段
を
登
り
植
樹
に

い
ざ
出
発
で
す
。 

階
段
４
０
０
段
付
近
か
ら
亜
硫

酸
ガ
ス
で
荒
廃
し
た
足
尾
の
山

肌
が
見
渡
せ
ま
す
。
い
よ
い
よ

植
樹
開
始
！
今
年
は
昨
年
と
違

い
、
大
き
な
ス
コ
ッ
プ
と
埋
め

戻
す
土
等
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
植
樹
が
出
来
そ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
雑
草
の
根
や

石
が
あ
る
の
で
掘
る
の
に
大
変

で
な
か
な
か
深
く
掘
れ
ま
せ
ん
。

今
年
も
苗
木
と
仲
間
が
持
参
し

て
く
れ
た
ク
ヌ
ギ
の
苗
木
を
植

え
、
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
が
用
意
し

た
ド
ン
グ
リ
も
蒔
い
て
き
ま
し

た
。 

 

下
山
後
、
豚
汁
を
い
た
だ
き

埼
玉
県
連
と
し
て
参
加
さ
れ
た

各
加
盟
団
体
と
和
気
あ
い
あ
い

と
昼
食
を
済
ま
せ
、
午
後
は
立

松
和
平
氏
の
追
悼
セ
レ
モ
ニ
ー

に
参
加
し
て
一
四
時
過
ぎ
に
閉

会
と
な
り
、
帰
り
は
前
橋
近
く

の
七
福
の
湯
で
ひ
と
風
呂
浴
び
、

帰
り
の
バ
ス
で
は
山
の
歌
を
皆

で
歌
い
楽
し
い
交
流
も
で
き
ま

し
た
。 

 

最
後
に
、
今
後
も
も
っ
と
多

く
の
一
般
の
方
々
に
こ
う
し
た

植
樹
活
動
の
輪
が
広
く
伝
わ
り
、

足
尾
の
山
の
再
生
だ
け
で
な
く
、

各
地
の
山
々
の
緑
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
な
自
然
保
護
活
動
を
続

け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

報
告
者 

富
田 

金
治 

         

 

四
月
五
日(

月) 

浦
和
コ
ミ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

第
１
０

集
会
室
に
て
、
一
四
名
の
出
席

で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

①
議
案
は
す
べ
て
承
認 

②
新
年
度
の
役
員
が
下
記
の
通

り
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

長
い
間
事
務
局
長
の
三
宅
宣
之 

(

埜
歩
歩)

さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
今
後
も
ご
指
導
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

③
先
に
埼
玉
主
管
で
開
催
さ
れ

た
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
救
助
隊
深

雪
搬
出
訓
練
交
流
集
会
」
の
報

告
集
・
Ｈ
Ｐ
を
ま
と
め
る
事
が

提
案
さ
れ
決
定
。 

④
第
一
回
救
助
訓
練
山
行 

五
月
八
日
（
土
）
～
九
日
（
日
）

西
上
州
・
三
ツ
岩
岳
で
実
施
さ

れ
、
午
後
五
時
に
大
仁
田
ダ
ム

奥
に
集
合
現
地
本
部
テ
ン
ト
設

営
。
そ
の
夜
は
隊
員
の
交
流
と

親
交
を
深
め
合
い
、
次
日
行
方

不
明
者
捜
索
と
救
助
活
動
を
行

な
い
ま
し
た
。 

⑤
そ
の
他 

4
/
1
9

役
員
会
を

開
催
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。 

 
 

 

事
務
局
長 

若
木
由
和 

                                    

                                    

□   第１５８号   ２０１０年  ５月１０日（月）発行              埼  玉  労  山  （４）    

 
 

埼玉労山ホームページ見て！ 

◆埼玉労山ホームページ 

http://www.justmystage.com/home/tozans/index.html 

 

◆登山学校ホームページ 

http://www.justmystage.com/home/tozan/ 

 日本語検索で「ろうさん」と入れるだけ 

 です。機関紙も印刷出来ますよ！ 

 ２０１０年度 埼玉県勤労者山岳連盟救助隊 

隊 長  徳重博文 (大宮労山)  副隊長  柴山利幸 (ハイジアルペン C)  事務局長 若木由和(上福岡やまなみ HC) 

会 計  谷脇京子(大宮労山)   顧 問  井芹昌二(岩つばめ)  

事務局  長谷川貞子(所沢 HC)  尾手利雪(三郷山の会)  三宅宣之 (埜歩歩) 

ブロック長 南部尾手利雪(三郷山の会) 中部 小島 満（大宮労山）西部安田秋雄(新座山の会) 北部浅見政人(熊谷トレッキング) 

救助隊総会報告 

東京都連 第 11 回自然保護セミナー 

 月日  5 月 23 日（日）13：30～ 

 場所  全国連盟事務所 １階セミナー 

 会費  200 円 （申し込みは不要） 

内容 山岳記録映画録（我が心のブータン）未踏峰挑戦への記録 

野生鳥獣目撃情報 山岳 6 団体自然保護活動報告  

講演「四季の里山の花々と自然保護」講師 花村哲也氏 

山が何倍も楽しくなる花・木 100 選 10 名座著者 

 他 交流会  

問い合わせ・連絡先  林 祥介 080-2006-2073 

 

 

【
後
記
】
大
型
連
休
で
山
で
も
と
思
い
な
が
ら
も
仕

事
や
事
故
の
後
遺
症
で
の
膝
痛
・
結
石
治
療
等
で
体

調
が
す
ぐ
れ
ず
、
Ｐ
Ｃ
に
向
か
い
な
が
ら
渋
滞
情
報 

を
聞
き
、
山
に
行
け
な
い
言
い
訳
に
…
ト
ホ
ホ 

澤 


